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ケアプランデータ連携システムの
導入について

～介護現場の業務負担軽減に向けて～

千葉市 保健福祉局 高齢障害部 介護保険事業課



1-1.ケアプランデータ連携システムの概要

➢ICTを活用した情報連携の取組みを推進し、介護分野における業務効率化を図ることで、
介護現場の負担軽減を繋げることを目的とするもの。

➢居宅介護支援事業所と介護サービス事業所の間で毎月やり取りされるケアプラン（予定・
実績）について、事業所間でデータ連携するためのシステム

➢令和５年４月から運用を開始

➢実施主体：公益財団法人 国民健康保険中央会

➢費用:ライセンス料 年間21,000円（消費税込）※

※令和７年6月１日より実施している「フリーパスキャンペーン」は、介護情報基盤の一部となる介護

保健資格確認等WEBサービスの統合（2026年度下期中を予定）まで、延長となりました。

次ページ「フリーパスキャンペーン延長のお知らせ」参照）
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イメージ図 郵送・FAX・メール不要！

転記ミス減・返戻リスク減！



1-2.フリーパスキャンペーン延長のお知らせ
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2.導入効果（業務効率化、コスト効果）

➢ データ自動反映による「手間」、「作業時間」の削減・効率化

➢ 転記誤り、誤送信等がなくなることによる従業者の「心理的負
担軽減、安心感」 の実現

➢ 手間、時間の削減による事務費等（人件費、印刷費、郵送費
等）の削減
→国の試算によると、１事業所あたり約6.8万円/月の削減効果！
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働きやすい職場や一層の利用者支援の向上に寄与！

“導入済事業所の声”
・実績等を手打ちで打ち込む必要がなくなり、連携した
事業所とのやりとりでは業務効率化につながった。

・FAXなどで発生しうる誤送信のリスクが少ない。
・電子認証があるので安全性が高い。



3-1.市内の介護事業所の導入状況
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令和８年3月１7日時点で市内141事業所が導入（全体の約7.1％）

※事業所数は R7.4.1時点。 導入事業所数は R8.3.17時点



導入済事業所の確認はこちら（WAM NET ケアプランデータ連携システム利用状況）

https://www.wam.go.jp/wamappl/kpdrsys.nsf/top

3-2.導入済事業所の確認方法
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3-3.千葉県における他市町村の導入状況について
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令和８年3月１7日時点で１,２０７事業所が導入済。

（）は導入済の事業所数



4.導入済事業所へのヒアリングで伺った課題

➢導入しているサービス事業所、居宅介護支援事業所が少ないので、導入の効果が
少ない。

→導入する事業所数が多いほど導入効果が大きくなることが見込めます。

→事業所の皆様におかれましては、システム導入について積極的なご検討を

お願いします。

（やりとりのある他事業所と一緒に導入することで、更に導入効果が大きく

なると想定）
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5.導入の申込みについて

➢導入の申込みは「ケアプランデータ連携システムヘルプデスクサポート

サイト」から手続きをお願いします。

➢ヘルプデスクサポートサイトでは、申込み手続きや問い合わせ等のサポー
トをはじめ各種情報が提供されています。

・https://www.careplan-renkei-support.jp

TEL:0120-584-708 9:00～17:00 （平日のみ）
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https://www.careplan-renkei-support.jp/
tel:0120-584-708


6.解説動画について

➢「ケアプランデータ連携システムヘルプデスクサポートサイト」に
おいて、解説動画が公開されています。あわせてご確認ください。

【解説動画】

https://www.careplan-renkei-support.jp/message/index.html

●概要編（約10分：機能やサポートなどの全体的な説明）

●導入編（約10分：実際の動画を使った導入手順の説明）
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7-1.「介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事業」における上乗せ要件について
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厚生労働省が発表した「介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事
業」（都道府県による実施）において、生産性向上や協働化等に取り組
む事業者の介護職員に対する賃上げ支援の上乗せ要件（訪問、通所サー
ビス等）として、「ケアプランデータ連携システムに加入（又は見込
み）等※。」が設けられました。

➢ 厚生労働省が「ケアプランデータ連携システム」と同等の機能とセキュリティを有する
システムとして認めたシステムも含まれます。令和８年３月１３日現在、以下のシステ
ムになります。

・カナミッククラウドサービス（株式会社カナミックネットワーク）

・ケアプランデータ連携サービス（株式会社富士通四国インフォテック）

・「でん伝虫」データ連携サービス（株式会社コンダクト）

・まめネット ケアプラン交換サービス（特定非営利活動法人 しまね医療情報ネットワーク協会）

➢ 最新の認定状況については、以下のホームページにてご確認ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_44833.html 

 【介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事業に関するＱ＆Ａ（第１版）問9】



7-2.「介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援事業」概要

12



８.「令和８年度介護職員等処遇改善等加算」における特例要件について
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厚生労働省が発表した「令和８年度処遇改善等加算」における特例要件
（生産性向上や協働化に取り組む事業者の介護職員に対する上乗せの賃
上げ支援：訪問、通所サービス等）として、「ケアプランデータ連携シ
ステムを利用している又は実績報告書の提出までに利用する見込みであ
ること※。」が設けられました。

➢ 厚生労働省が「ケアプランデータ連携システム」と同等の機能とセキュリティを有する
システムとして認めたシステムも含まれます。令和８年３月１3日現在、以下のシステム
になります。

・カナミッククラウドサービス（株式会社カナミックネットワーク）

・ケアプランデータ連携サービス（株式会社富士通四国インフォテック）

・「でん伝虫」データ連携サービス（株式会社コンダクト）

・まめネット ケアプラン交換サービス（特定非営利活動法人 しまね医療情報ネットワーク協会）

➢ 最新の認定状況については、以下のホームページにてご確認ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_44833.html 

 【介護職員等処遇改善加算に関するＱ＆Ａ（第１版）問8-1】



９.まとめ

➢ケアプラン連携データ連携システム

→導入により、業務の効率化やコスト削減の実現

→働きやすい職場や一層の利用者支援の向上に寄与

➢導入効果を大きくするためには

→導入する事業所数が多いほど導入効果が大きくなることが見込める
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事業所の皆様におかれましては、システム導入について
積極的なご検討をお願いします。
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